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各
国
に
お
け
る
社
会
的
な
保
護
の
土
台
に
関
す
る
勧
告
（
第
二
百
二
号
）

国
際
労
働
機
関
の
総
会
は
、

理
事
会
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
招
集
さ
れ
て
、
二
千
十
二
年
五
月
三
十
日
に
そ
の
第
百
一
回
会
期
と
し
て
会
合
し
、

社
会
保
障
に
つ
い
て
の
権
利
が
、
人
権
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、

社
会
保
障
に
つ
い
て
の
権
利
が
、
雇
用
の
促
進
と
共
に
、
発
展
及
び
進
歩
の
た
め
に
経
済
的
及
び
社
会
的
に
必
要
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
認
め
、

社
会
保
障
が
、
貧
困
、
不
平
等
、
社
会
的
な
排
除
及
び
社
会
的
な
不
安
定
さ
を
防
止
し
、
及
び
減
少
さ
せ
、
機
会
均
等
並
び

に
性
及
び
人
種
の
平
等
を
促
進
し
、
並
び
に
非
公
式
の
雇
用
か
ら
公
式
の
雇
用
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

社
会
保
障
が
、
経
済
及
び
労
働
市
場
に
お
い
て
そ
の
変
化
に
適
応
す
る
力
を
人
民
が
備
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
投
資
で
あ

り
、
並
び
に
社
会
保
障
制
度
が
、
社
会
及
び
経
済
を
自
動
的
に
安
定
さ
せ
る
も
の
と
し
て
運
用
さ
れ
、
危
機
及
び
そ
れ
以
外
の

と
き
の
総
需
要
を
刺
激
し
、
並
び
に
一
層
持
続
可
能
な
経
済
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、



2

社
会
的
な
包
摂
と
関
連
す
る
持
続
可
能
で
長
期
的
な
成
長
を
目
的
と
す
る
政
策
を
優
先
的
な
課
題
と
位
置
づ
け
、
極
度
の
貧

困
を
克
服
し
、
並
び
に
地
域
内
及
び
地
域
間
の
社
会
的
な
不
平
等
及
び
相
違
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
、

公
式
の
雇
用
へ
の
移
行
及
び
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
が
、
相
互
に
補
完
的
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
宣
言
が
、
「
基
本
収
入
を
与
え
て
保
護
す
る
必
要
の
あ
る
全
て
の
者
に
こ
の
収
入
を
与
え
る
よ
う
に
社

会
的
保
障
措
置
を
拡
張
し
、
か
つ
、
広
範
な
医
療
給
付
を
拡
張
す
る
こ
と
を
達
成
す
る
こ
と
」
に
貢
献
す
る
と
い
う
国
際
労
働

機
関
の
厳
粛
な
義
務
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
、

世
界
人
権
宣
言
、
特
に
そ
の
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
並
び
に
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る

国
際
規
約
、
特
に
そ
の
第
九
条
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
を
考
慮
し
、

ま
た
、
国
際
労
働
機
関
の
社
会
保
障
に
関
す
る
基
準
、
特
に
、
千
九
百
五
十
二
年
の
社
会
保
障
の
最
低
基
準
に
関
す
る
条
約

（
第
百
二
号
）
、
千
九
百
四
十
四
年
の
所
得
保
障
に
関
す
る
勧
告
（
第
六
十
七
号
）
及
び
千
九
百
四
十
四
年
の
医
的
保
護
に
関

す
る
勧
告
（
第
六
十
九
号
）
を
考
慮
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
基
準
が
、
社
会
保
障
制
度
と
継
続
的
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、

及
び
引
き
続
き
重
要
な
参
考
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
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公
正
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
た
め
の
社
会
正
義
に
関
す
る
国
際
労
働
機
関
宣
言
が
、
「
国
際
労
働
機
関
の
基
本
的
な
任
務
（
国

際
労
働
基
準
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
実
施
し
、
並
び
に
経
済
社
会
政
策
の
中
心
に
完
全
か
つ
生
産
的
な
雇
用
及
び
適
切
な

仕
事
を
置
く
た
め
の
加
盟
国
及
び
国
際
労
働
機
関
の
約
束
及
び
努
力
が
、
持
続
可
能
な
及
び
各
国
の
事
情
に
応
じ
た
社
会
的
な

保
護
に
関
す
る
措
置
（
全
て
の
人
民
に
対
す
る
社
会
保
障
の
拡
張
を
含
む
。
）
を
と
り
、
及
び
強
化
す
る
こ
と
に
基
づ
く
べ
き

で
あ
る
こ
と
」
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
、

包
括
的
な
社
会
保
障
制
度
の
一
部
と
し
て
、
国
際
労
働
機
関
の
既
存
の
社
会
保
障
基
準
を
補
完
し
、
並
び
に
各
国
の
事
情
及

び
開
発
の
レ
ベ
ル
に
適
合
す
る
社
会
的
な
保
護
の
土
台
の
構
築
に
つ
い
て
の
加
盟
国
に
対
す
る
指
針
を
提
供
す
る
勧
告
の
必
要

性
を
認
め
る
社
会
的
な
保
護
（
社
会
保
障
）
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
議
論
に
関
す
る
決
議
及
び
結
論
（
国
際
労
働
機
関
の
総
会

が
二
千
十
一
年
の
そ
の
第
百
回
会
期
に
お
い
て
採
択
し
た
も
の
）
を
考
慮
し
、

前
記
の
会
議
の
議
事
日
程
の
第
四
議
題
で
あ
る
社
会
的
な
保
護
の
土
台
に
関
す
る
提
案
の
採
択
を
決
定
し
、

そ
の
提
案
が
勧
告
の
形
式
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
て
、

次
の
勧
告
（
引
用
に
際
し
て
は
、
二
千
十
二
年
の
社
会
的
な
保
護
の
土
台
勧
告
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
を
二
千
十
二

年
六
月
十
四
日
に
採
択
す
る
。
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Ⅰ

目
的
、
適
用
範
囲
及
び
原
則

１

こ
の
勧
告
は
、
加
盟
国
に
対
し
、
次
の
指
針
を
提
供
す
る
。

適
用
可
能
な
場
合
に
は
、
国
内
の
社
会
保
障
制
度
の
基
本
的
な
要
素
と
し
て
社
会
的
な
保
護
の
土
台
を
定
め
、
及
び

(a)
維
持
す
る
こ
と
。

国
際
労
働
機
関
の
社
会
保
障
基
準
を
指
針
と
し
て
、
可
能
な
限
り
多
く
の
人
民
に
対
し
、
一
層
高
い
水
準
の
社
会
保

(b)

障
を
漸
進
的
に
確
保
す
る
社
会
保
障
の
拡
張
の
た
め
の
戦
略
に
お
い
て
、
社
会
的
な
保
護
の
土
台
を
実
施
す
る
こ
と
。

２

こ
の
勧
告
の
適
用
上
、
社
会
的
な
保
護
の
土
台
と
は
、
貧
困
、
ぜ
い
弱
性
及
び
社
会
的
な
排
除
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
保
護
を
確
保
す
る
も
の
と
し
て
各
国
で
定
義
す
る
基
本
的
な
社
会
保
障
の
全
体
を
い
う
。

３

加
盟
国
は
、
こ
の
勧
告
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
国
の
全
体
的
か
つ
主
要
な
責
任
を
認
識
し
、
次
の
原
則
を
適
用
す
べ
き

で
あ
る
。社

会
的
な
連
帯
に
基
づ
く
保
護
の
普
遍
性

(a)

国
内
法
に
定
め
る
給
付
を
受
け
る
権
利

(b)

給
付
の
妥
当
性
及
び
予
測
可
能
性

(c)
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無
差
別
、
性
の
平
等
及
び
特
別
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

(d)

社
会
的
な
包
摂
（
非
公
式
な
経
済
に
あ
る
者
を
含
む
。
）

(e)

社
会
保
障
の
対
象
と
な
る
人
民
の
権
利
及
び
尊
厳
の
尊
重

(f)

漸
進
的
な
実
現
（
目
標
及
び
期
間
の
設
定
を
含
む
。
）

(g)

社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
負
担
者
と
受
益
者
と
の
間
に
お
け
る
責
任
と
給
付
と
の
間
の
最
適
な
均
衡
を
達
成
し
つ

(h)
つ
、
財
政
に
お
い
て
連
帯
す
る
こ
と
。

方
式
及
び
取
組
方
法
（
資
金
供
与
の
仕
組
み
及
び
供
給
の
制
度
を
含
む
。
）
の
多
様
性
の
考
慮

(i)

透
明
な
、
責
任
の
あ
る
及
び
健
全
な
財
政
上
の
管
理
及
び
運
営

(j)

社
会
正
義
及
び
衡
平
を
十
分
に
考
慮
し
た
資
金
上
、
財
政
上
及
び
経
済
上
の
持
続
可
能
性

(k)

社
会
、
経
済
及
び
雇
用
に
関
す
る
政
策
と
の
整
合
性

(l)

社
会
的
な
保
護
の
提
供
に
つ
い
て
責
任
の
あ
る
機
関
と
の
間
の
整
合
性

(m)

社
会
保
障
制
度
の
提
供
を
促
進
す
る
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

(n)

不
服
申
立
て
の
手
続
の
効
率
性
及
び
容
易
な
利
用

(o)
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実
施
状
況
に
つ
い
て
の
定
期
的
な
監
視
及
び
評
価

(p)

全
て
の
労
働
者
の
た
め
の
団
体
交
渉
及
び
結
社
の
自
由
に
つ
い
て
の
十
分
な
尊
重

(q)

代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
の
三
者
に
よ
る
参
加
並
び
に
他
の
関
係
す
る
代
表
的
な
団
体
と
の
協
議

(r)
Ⅱ

国
内
の
社
会
的
な
保
護
の
土
台

４

加
盟
国
は
、
自
国
の
事
情
に
応
じ
て
、
基
本
的
な
社
会
保
障
か
ら
成
る
社
会
的
な
保
護
の
土
台
を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
定

め
、
及
び
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。
保
障
は
、
必
要
と
す
る
全
て
の
者
が
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
国
内
的
に
必
要
と
さ
れ
る
物
品
及

び
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
不
可
欠
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
及
び
基
本
収

入
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
少
な
く
と
も
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

５

４
に
規
定
す
る
社
会
的
な
保
護
の
土
台
は
、
少
な
く
と
も
次
の
基
本
的
な
社
会
保
障
か
ら
成
る
べ
き
で
あ
る
。

各
国
で
定
義
す
る
物
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
全
体
の
利
用
で
あ
っ
て
、
利
用
、
機
会
、
受
入
れ
及
び
質
の
基
準
を
満
た

(a)
す
不
可
欠
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
（
母
性
に
関
す
る
保
健
を
含
む
。
）
か
ら
成
る
も
の

児
童
に
つ
い
て
の
基
本
収
入
の
保
障
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
最
低
限
の
水
準
と
し
て
各
国
で
定
義
す
る
栄
養
、
教

(b)
育
、
保
健
そ
の
他
の
必
要
な
物
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
提
供
す
る
も
の
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少
な
く
と
も
最
低
限
の
水
準
と
し
て
各
国
で
定
義
す
る
基
本
収
入
の
保
障
で
あ
っ
て
、
特
に
、
疾
病
、
失
業
、
母
性

(c)
及
び
障
害
に
関
す
る
も
の

高
齢
者
に
つ
い
て
の
少
な
く
と
も
最
低
限
の
水
準
と
し
て
各
国
で
定
義
す
る
基
本
収
入
の
保
障

(d)

６

加
盟
国
は
、
既
存
の
国
際
的
義
務
を
条
件
と
し
て
、
少
な
く
と
も
国
内
法
令
に
定
め
る
全
て
の
居
住
者
及
び
児
童
に
対

し
、
こ
の
勧
告
に
規
定
す
る
基
本
的
な
社
会
保
障
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。

７

基
本
的
な
社
会
保
障
は
、
法
律
で
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。
国
内
法
令
に
は
、
保
障
を
実
施
す
る
た
め
の
給
付
の
範
囲
、
条

件
及
び
水
準
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。
不
服
申
立
て
の
た
め
の
公
平
、
透
明
、
有
効
、
簡
易
、
迅
速
、
簡
便
及
び
安
価
な
手

続
も
明
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
不
服
申
立
て
の
た
め
の
手
続
の
利
用
は
、
申
請
者
に
対
し
て
無
料
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

制
度
は
、
国
内
の
法
的
枠
組
み
の
遵
守
を
強
化
す
る
よ
う
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

８

加
盟
国
は
、
基
本
的
な
社
会
保
障
を
定
め
る
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
を
十
分
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

保
健
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
者
が
、
不
可
欠
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
る
金
銭
上
の
結
果
に
よ
っ
て
困
難
及

(a)
び
貧
困
が
増
加
す
る
危
険
に
直
面
す
べ
き
で
な
い
こ
と
。
最
も
ぜ
い
弱
な
者
の
た
め
の
出
生
前
及
び
出
生
後
の
無
料
の

医
療
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
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基
本
収
入
の
保
障
は
、
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
各
国
で
定
義
す
る
最
低
限
の
収
入
の
水

(b)
準
は
、
必
要
な
物
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
、
国
内
の
貧
困
の
水
準
、
社
会
的
援
助
に
つ
い
て
の
収
入
の
基
準
額
又
は
国
内
法

令
若
し
く
は
国
内
慣
行
に
よ
っ
て
定
め
る
他
の
比
較
可
能
な
基
準
額
の
全
体
の
貨
幣
価
値
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、

並
び
に
地
域
的
な
相
違
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

基
本
的
な
社
会
保
障
の
水
準
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
国
内
法
令
又
は
国
内
慣
行
に
よ
っ
て
定
め
る
透
明
性
の
あ
る

(c)
手
続
に
よ
り
定
期
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
保
障
の
水
準
の
設
定
及
び
検
討
に
関
し
、
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
の
三
者
に
よ
る
参
加

(d)
並
び
に
他
の
関
係
す
る
代
表
的
な
団
体
と
の
協
議
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

９

加
盟
国
は
、
基
本
的
な
社
会
保
障
を
提
供
す
る
に
当
た
り
、
国
内
の
状
況
に
お
け
る
給
付
及
び
制
度
の
最
も
効
果
的
か

(1)
つ
効
率
的
な
組
合
せ
を
実
施
す
る
た
め
、
様
々
な
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

給
付
に
は
、
児
童
及
び
家
族
に
関
す
る
給
付
、
疾
病
及
び
保
健
に
関
す
る
給
付
、
母
性
給
付
、
障
害
給
付
、
老
齢
給

(2)
付
、
遺
族
給
付
、
失
業
給
付
、
雇
用
保
障
、
業
務
災
害
給
付
並
び
に
現
金
又
は
現
物
に
よ
る
そ
の
他
の
社
会
的
な
給
付
を

含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
れ
ら
の
給
付
を
提
供
す
る
制
度
に
は
、
普
遍
的
な
給
付
制
度
、
社
会
保
険
制
度
、
社
会
的
援
助
制
度
、
逆
所
得
税
制

(3)
度
、
公
共
職
業
安
定
制
度
及
び
雇
用
支
援
制
度
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
盟
国
は
、
国
内
の
社
会
的
な
保
護
の
土
台
を
定
め
、
実
施
す
る
に
当
た
り
、

10

予
防
的
、
促
進
的
及
び
積
極
的
な
措
置
、
給
付
並
び
に
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

(a)

公
的
調
達
、
政
府
に
よ
る
借
款
供
与
、
労
働
監
督
、
労
働
市
場
に
関
す
る
政
策
及
び
租
税
上
の
特
典
を
含
む
政
策
並

(b)
び
に
教
育
、
職
業
訓
練
、
生
産
的
な
技
能
及
び
雇
用
可
能
性
を
促
進
す
る
政
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
的
な

経
済
活
動
及
び
公
式
の
雇
用
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

公
式
の
雇
用
、
所
得
の
創
出
、
教
育
、
識
字
、
職
業
訓
練
、
技
能
及
び
雇
用
可
能
性
を
促
進
し
、
不
安
定
さ
を
減

(c)
じ
、
並
び
に
適
切
な
仕
事
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
仕
事
の
安
定
、
起
業
家
精
神
及
び
持
続
可
能
な
企
業
を
助
長
す
る
そ

の
他
の
政
策
と
の
調
整
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
異
な
る
人
口
集
団
の
能
力
の
貢
献
を
考
慮
し
て
、
国
内
の
社
会
的
な
保
護
の
土
台
の
資
金
上
、
財
政
上
、

11
(1)

及
び
経
済
上
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
資
源
を
調
達
す
る
種
々
の
異
な
る
方
法
を
利
用
す
る
こ
と
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
法
に
は
、
個
別
に
又
は
組
合
せ
に
よ
り
、
租
税
及
び
保
険
料
に
係
る
義
務
の
効
果
的
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な
執
行
、
支
出
の
優
先
順
位
の
再
決
定
又
は
広
範
か
つ
十
分
な
漸
進
的
な
収
入
の
基
礎
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
規
定
す
る
方
法
を
用
い
る
に
当
た
り
、
加
盟
国
は
、
詐
欺
、
脱
税
及
び
保
険
料
の
未
納
付
を
防
止
す
る
た
め
の
措

(2)

(1)
置
を
実
施
す
る
必
要
性
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

国
内
の
社
会
的
な
保
護
の
土
台
は
、
国
内
の
財
源
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
保
護
を
実
施
す
る
た
め
に
経

12
済
的
及
び
財
政
的
な
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
加
盟
国
は
、
自
国
の
取
組
を
補
完
す
る
国
際
協
力
及
び
支
援
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

Ⅲ

社
会
保
障
を
拡
張
す
る
た
め
の
国
内
の
戦
略

加
盟
国
は
、
効
果
的
な
社
会
的
対
話
及
び
社
会
的
参
加
を
通
じ
た
国
内
の
協
議
に
基
づ
き
、
国
内
の
社
会
保
障
を
拡
張

13
(1)

す
る
戦
略
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
国
内
の
戦
略
は
、

最
低
限
の
社
会
保
障
を
有
し
な
い
国
の
た
め
の
開
始
点
と
し
て
、
ま
た
、
国
内
の
社
会
保
障
制
度
の
基
本
的
な
要
素

(a)
と
し
て
、
社
会
的
な
保
護
の
土
台
の
実
施
を
優
先
的
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

可
能
な
限
り
速
や
か
に
、
加
盟
国
の
経
済
的
及
び
財
政
的
な
能
力
を
反
映
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
多
く
の
人
民
に
対

(b)
し
て
一
層
高
い
水
準
の
保
護
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
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加
盟
国
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
、
国
内
政
策
の
目
的
と
整
合
性
の
あ
る
包
括
的
か
つ
適
切
な
社
会
保
障
制
度
を
漸
進
的

(2)
に
設
け
、
及
び
維
持
し
、
並
び
に
社
会
保
障
政
策
と
他
の
公
の
政
策
と
を
調
整
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
国
内
の
社
会
保
障
を
拡
張
す
る
戦
略
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
場
合
に
は
、

14

国
内
の
優
先
事
項
を
反
映
す
る
目
的
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。

(a)

保
護
に
お
け
る
欠
如
及
び
障
害
を
特
定
す
べ
き
で
あ
る
。

(b)

拠
出
制
若
し
く
は
無
拠
出
制
又
は
そ
の
双
方
を
問
わ
ず
、
適
切
か
つ
効
果
的
に
調
整
さ
れ
た
制
度
（
拠
出
の
能
力
の

(c)
あ
る
全
て
の
関
係
者
に
対
す
る
既
存
の
拠
出
制
の
制
度
の
拡
張
に
よ
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
通
じ
て
保
護
に
お
け
る
欠

如
を
無
く
す
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

適
当
な
場
合
に
は
、
積
極
的
な
労
働
市
場
に
関
す
る
政
策
（
職
業
訓
練
そ
の
他
の
措
置
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
社
会

(d)
保
障
を
補
完
す
べ
き
で
あ
る
。

財
政
上
の
要
件
及
び
財
源
並
び
に
目
的
を
漸
進
的
に
達
成
す
る
た
め
の
期
間
及
び
優
先
度
を
特
定
す
べ
き
で
あ
る
。

(e)

社
会
的
な
保
護
の
土
台
及
び
こ
れ
を
拡
張
す
る
戦
略
に
つ
い
て
、
意
識
を
高
め
、
並
び
に
広
報
に
関
す
る
事
業
計
画

(f)
（
社
会
的
対
話
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
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社
会
保
障
を
拡
張
す
る
戦
略
は
、
公
式
及
び
非
公
式
の
双
方
の
経
済
に
お
け
る
者
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

15
公
式
の
雇
用
の
成
長
及
び
非
公
式
の
雇
用
の
減
少
を
支
援
す
べ
き
で
あ
り
、
並
び
に
加
盟
国
の
社
会
上
、
経
済
上
及
び
環
境

上
の
開
発
の
た
め
の
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に
適
合
し
、
及
び
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

社
会
保
障
を
拡
張
す
る
戦
略
は
、
不
利
な
立
場
に
あ
る
集
団
及
び
特
別
な
必
要
の
あ
る
人
民
の
た
め
に
支
援
す
る
こ
と
を

16
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
自
国
の
目
的
、
優
先
事
項
並
び
に
経
済
的
及
び
財
政
的
な
能
力
を
反
映
す
る
包
括
的
な
社
会
保
障
制
度
を
設

17
け
る
場
合
に
は
、
千
九
百
五
十
二
年
の
社
会
保
障
（
最
低
基
準
）
条
約
（
第
百
二
号
）
又
は
一
層
進
歩
し
た
基
準
を
定
め
る

国
際
労
働
機
関
の
社
会
保
障
に
関
す
る
他
の
条
約
及
び
勧
告
に
規
定
す
る
給
付
の
範
囲
及
び
水
準
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
自
国
の
事
情
が
許
す
限
り
速
や
か
に
、
千
九
百
五
十
二
年
の
社
会
保
障
（
最
低
基
準
）
条
約
（
第
百
二
号
）

18
を
批
准
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
加
盟
国
は
、
適
用
可
能
な
と
き
は
、
一
層
進
歩
し
た
基
準
を

定
め
る
国
際
労
働
機
関
の
社
会
保
障
に
関
す
る
他
の
条
約
及
び
勧
告
を
批
准
し
、
又
は
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。



13

Ⅳ

監
視

加
盟
国
は
、
自
国
に
お
け
る
適
当
な
仕
組
み
（
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
の
三
者
に
よ
る
参
加
並
び
に
他

19
の
関
係
す
る
代
表
的
な
団
体
と
の
協
議
を
含
む
。
）
を
通
じ
て
、
社
会
的
な
保
護
の
土
台
を
実
施
し
、
及
び
国
内
の
社
会
保

障
を
拡
張
す
る
戦
略
の
他
の
目
的
を
達
成
す
る
に
当
た
り
、
進
捗
状
況
を
監
視
す
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
社
会
保
障
を
水
平
及
び
垂
直
に
更
に
拡
張
す
る
た
め
、
進
捗
状
況
を
評
価
し
、
及
び
政
策
を
討
議
す
る
た
め

20
の
国
内
の
協
議
を
定
期
的
に
開
催
す
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、

の
規
定
の
適
用
上
、
特
に
性
別
に
よ
り
、
社
会
保
障
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
統
計
及
び
指
標
を
適
当
な
範
囲

21

19

で
定
期
的
に
収
集
し
、
作
成
し
、
分
析
し
、
及
び
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
社
会
保
障
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
統
計
及
び
指
標
の
作
成
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
概
念
、
定
義
及
び
方
法
を
作

22
成
し
、
又
は
改
定
す
る
に
当
た
り
、
国
際
労
働
機
関
が
提
供
す
る
関
連
す
る
指
針
、
特
に
適
当
な
場
合
に
は
、
第
九
回
国
際

労
働
統
計
家
会
議
が
採
択
し
た
社
会
保
障
に
関
す
る
統
計
の
開
発
に
関
す
る
決
議
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
国
は
、
自
国
の
社
会
保
障
に
関
す
る
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
含
ま
れ
る
個
人
情
報
の
安
全
を
確
保
し
、
及
び
当
該
個
人

23
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
法
的
枠
組
み
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
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加
盟
国
は
、
加
盟
国
間
及
び
国
際
労
働
事
務
局
と
の
間
で
社
会
保
障
の
戦
略
、
政
策
及
び
慣
行
に
関
す
る
情
報
、
経
験

24
(1)

及
び
専
門
的
知
識
を
交
換
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
。

加
盟
国
は
、
こ
の
勧
告
の
実
施
に
当
た
り
、
国
際
労
働
機
関
そ
の
他
関
連
す
る
国
際
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
機
関
の

(2)
任
務
に
従
い
、
技
術
上
の
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。


